
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい時代の生涯学習センターに向けた取組と検証 
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はじめに 

 

現在、公民館や図書館等の社会教育施設は、社会教育の拠点として、自らが果たす役割

を明確化することが求められています。令和５年に閣議決定された「教育振興基本計画」

では、目標10「地域コミュニティの基盤を支える社会教育の推進」において、公民館等を

地域のコミュニティ拠点機能の強化の観点から、子どもの居場所としての活用や住民同

士の学び合い・交流の促進が重要であると示されています。【資料１】 

同年にこども家庭庁が策定した「こどもの居場所づくりに関する指針」では、社会・経

済構造の変化により、子どもや若者が安心して過ごせる場所をもちにくくなっている現

状が指摘されています。さらに、「こども・若者が過ごす場所、時間、人との関係性全て

が、こども・若者にとっての居場所になり得る。すなわち居場所とは、物理的な『場』だ

けでなく、遊びや体験活動、オンライン空間といった多様な形態をとり得るものである。」

という考え方が示され、居場所の多様性が強調されています。【資料２】 

 本市では、令和６年に「コンパスぷらん（第４期名古屋市教育振興基本計画）」を策定

しました。この計画では、生涯学習センターや女性会館を市民の学習活動を支援する身近

な施設として位置付け、社会情勢に応じた設備の充実、講座の開催、学習機会や情報の提

供、学習成果の地域還元などを通じて、魅力ある施設づくりに取り組む方針が示されてい

ます。また、「社会的包摂の要請」において、孤独や孤立の問題があり、それらを予防す

る取組や人と人とのつながりを実感できる地域づくりが必要であることが述べられてい

ます。【資料３】 

平成から令和へと元号が変わり、本市の生涯学習センター等は、「生涯学習の振興」及

び「市民の交流と地域活動の発展」並びに「女性教育の振興」という変わらぬ使命を果た

しつつも、再び新しい時代の要請に即したあり方に変わっていく時期を迎えました。その

ため、名古屋市教育委員会から「新しい時代の生涯学習センター等のあり方」の諮問を受

けた名古屋市社会教育委員協議会は、新しい時代にふさわしい、新たな生涯学習センター

等のあり方を提案しました。令和７年に発表された「新しい時代の生涯学習センター等の

あり方について（答申）」では、つながりや交流の場としての展開が利用者相互の交流の

促進につながることや、子どもの目線を重視することが提言されています。【資料４】 

これらの方向性を踏まえ、本年度の生涯学習研究部会では、「新しい時代の生涯学習セ

ンターに向けた取組と検証」を研究主題として研究を進め、多世代の交流を通じて学びを

得ることができるようにしていきます。そして、利用者同士の交流を促進し、子どもの目

線を重視した居場所づくりにつながる取組を実践・検証していきます。 
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１ 

 

Ⅰ 現状分析 

 １ 本市の取組 

   本市教育委員会生涯学習課では、生涯学習センター（以下、センター）において、

下記のことを行っている。 

  (1) 学びを継続していくことができる取組 

ア 生涯学習のきっかけづくりに関わる講座 

     受講後に、受講者が自主的なグループを作ったり、センターの他の講座や事業

の受講につなげたりすることで、学びを継続していくことができるようにして

いる。【資料５】 

 

  イ なごやか市民教室 

学習した成果を社会に還元する取組として、市民が企画、運営を行う講座を半

期ごとに実施している。講座終了後も学びを継続したい市民を、自主的なグルー

プとしていくことを推進し、センターの利用を促進している。【資料６】 

    

 (2) 子どもや保護者を対象とする、当日参加が可能な取組の一例 

ア 名古屋市南生涯学習センター「おもちゃ図書館 ぴっころ」（定期開催） 

センターの一室を活用し、乳幼児や小学生（保護者同伴）を対象に、おもちゃ

の貸出や遊べる場を提供している。当日申込みが不要であり、だれでも自由に出

入りができる環境が整えられている。 

 

イ 名古屋市天白生涯学習センター「天白ファミリーデイ」（定期開催） 

家庭の日（毎月第３日曜日）に合わせて、子どもが家族みんなで楽しめる月替

わりのイベントを開催している。毎月特定の日に行われるイベントであり、参加

しやすい環境が整えられている。 

 

ウ 名古屋市名東生涯学習センター「絵本でつながる子育てコーナー」（常時開設） 

ロビーに名古屋市名東図書館から借りた絵本を集めた絵本コーナーを設けて

いる。いつでもだれでも立ち寄ることができ、交流の場となっている。   

   

エ 旅するボードゲームカフェ【資料７】 

令和６年度から青少年交流プラザ（以下、「プラザ」）と連携して、センターで

行っている。「プラザ」よりボードゲームを持ち込み、「プラザ」の職員や青少年

のボランティアとともに、利用者同士が楽しい時間を過ごすことにつながって

いる。また、センターの周知や若年者層の利用を増やす機会になっている。 
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２ 本市の課題 

「新しい時代の生涯学習センター等のあり方について（答申）」では、地域のつな

がりの希薄化により、住民同士の交流や関係性が弱まりつつあることや、若者や子ど

も世代の利用の少ないことが課題として挙げられている。また、当日参加が可能なイ

ベントを定例的に開催することがセンターの利用につながり、世代間の交流を促す内

容が利用者相互の交流の促進につながることが提言されている。 

センターでは、受講者同士が交流し、学びを継続していく取組を行っている。しか

し、グループの人員は受講者に限られるため、取組で生まれた交流の多くは、センタ

ーの利用者にまで広がることは少ない。また、子どもや保護者を対象とする、当日参

加が可能な取組を行うことで、参加者の個々の体験はできている。しかし、交流を通

じた学びには十分につながっていないと考えられる。 

これらのことから、多世代の利用者同士の交流が生まれるようにしていくことや、

多世代の交流を通じて学びを得ることができるように、職員が働き掛けていくことが

必要であると考える。 

 

３ 他都市の先進事例 

  (1) 神奈川県川崎市生涯学習プラザの事例【資料８】 

「ランチタイムロビーコンサート」（月１回 定期開催） 

    川崎市生涯学習プラザでは、月１回昼にロビーでコンサートを行っている。利用

者や周辺住民が気軽に音楽を楽しめる機会となっている。出演者は、幅広く応募を

している。８月や12月は、幼児や小・中学生が入ったグループの発表があり、多世

代が発表できる場となっている。また、演奏をききに来た人と曲に合わせて一緒に

歌を歌ったり、感想を伝え合ったりするなど、交流する姿がある。 

    このように当日参加が可能な取組を定例的に行い、体験や思いを共有すること

で、多世代の利用者同士の交流につながっている点が参考になる。 

  

  (2) 岡山県真庭市中央図書館の事例【資料９】 

「春の工作イベント こいのぼりをつくろう！」（４・５月 常設開催） 

    真庭市中央図書館では、季節に合わせた飾りを制作するイベントを行っており、

子どもをはじめとした、多くの利用者が参加している。工作コーナーで制作をした

もので、図書館を飾っている。イベントが行われていないときにも飾りをつくるこ

とができるため、気軽に参加する利用者が多い。大人も子ども一緒に作った飾りは

来場者にも好評であり、しばらく飾られているため、何度も見に来る子どももいる。

また、作っているときに会話をしたり、飾りを鑑賞したりすることで、自然に交流

が生まれている。また、自分の作ったものが飾られることで、毎回参加したい、友

達や家族に見せたいという思いが生まれ、だれかと一緒に複数回参加するなど、気

軽に来られる場となっている。 

    このように、当日参加可能な取組を常設開催し、制作したものを通して、利用者

を広げたり、また来たいという気持ちを引き出したりしている点が参考になる。 
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Ⅱ 研究の方向性 

  現状分析や他都市の先進事例を参考にし、利用者同士の交流を促進し、子どもの目線

を重視した居場所づくりにつなげることに焦点を当て、本年度の研究の方向性を示す。 

  子どもを含めた幅広い世代が参加できるような取組を行い、新たな利用につなげる。

取組の中で、多世代が交流したり、学んだりできるようにすることで、結果として子ど

もの目線を重視した居場所づくりにつながっていくと考える。 

  そこで、次のような要素を取り入れた取組を行う。 

 ○ 当日参加が可能であること。 

 ○ 体験や学びを共有することができること。 

 

Ⅲ 研究の内容 

  以下のように、利用者同士の交流を促進し、子どもの目線を重視した居場所づくりに

つながる取組を行った。 

 

＜事例１＞みんなで飾ろう！生涯学習センター【１月 常設開催】 

○ だれでもいつでも参加が可能な取組を行い、気軽に参加できるようにする。 

○ 一緒に制作したものを飾り付けることで、制作時だけでなく、その後も交流する

ことができるようにする。 

ねらい 

だれでもいつでも参加が可能な場を設定し、一緒に飾りを制作

できるように参加者に働き掛けることで、利用者同士の交流を促

進することができるようにする。 

内 容 センターに飾る季節の飾りを作成する。 

様 子 

 参加者のほとんどは、声を掛けた利用者

や講座・事業の受講者だった。利用者のグ

ループや受講者同士で参加し、飾りの制作

を楽しんでいた。 

 

 

感 想 
・作ったものが飾られることがうれしい。 

・また来たときに作りたい。 

考 察 

だれでもいつでも参加が可能な場を設け、職員が声を掛けたこ

とで、幅広い世代の利用者の参加につなげることができた。一緒

に制作したものを飾ったことで、飾られたものを一緒に見る機会

が生まれていた。利用者の交流の促進につながったと考える。上

記の感想から、制作したものが飾られることは、参加者の「また

作りたい」という気持ちを引き出していると考えられる。このよ

うな取組を続けていくことで、子ども目線を重視した居場所づく

りにつながっていくと考える。 

 

【制作した飾り】 
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＜事例２＞サウスウインドオーケストラ コンサート 

～演奏をきいたり、楽器にふれたりしてみよう～【資料10】 

  ○ 当日参加が可能な取組を行うことで、気軽に参加できるようにする。 

  ○ 演奏をきいたり、楽器にふれたりする機会を設けることで、体験を共有できるよ

うにする。 

ねらい 

当日参加が可能な場を設定し、交流する仕掛けとして演奏をき

いたり、楽器にふれたりする機会を設けることで、利用者同士の

交流を促進することができるようにする。 

内 容 
小中学生とみなみシニア吹奏楽団の有志で結成された楽団の

演奏をきいたり、演奏で使われた楽器にふれたりする。 

様 子 

 当日参加が可能としたため、本事業を目的として来ている方や

センターの利用者が参加した。実際に演奏をきいてから、参加を

決めた利用者もいた。参加者と演奏者、参加者同士で話をしなが

ら、楽器にふれる様子が見られた。 

感 想 
・楽器にふれることができて楽しかった。 

・また同じようなイベントがあったら参加したい。 

考 察 

当日参加が可能な取組を行ったことで、利用者の参加を促すこ

とができた。演奏をきいたり、楽器にふれたりする機会を設けた

ことで、利用者の交流の促進につながったと考える。また、同じ

イベントを望む声があることから、定期的に続けていくことで、

子ども目線を重視した居場所づくりにつながっていくと考える。 

 

 
＜事例３＞【子ども青少年局青少年家庭課共催】レンタルボードゲームカフェ 

【９月、10月 毎月第１土曜日開催】【資料11】 

  ○ 当日参加が可能な取組を定例的に行うことで、新しい利用につなげることがで

きるようにする。 

○ ボードゲームという交流の機会を設けることで、体験を共有することができる

ようにする。 

ねらい 

当日参加が可能な場を定例的に設定し、感想や学びを伝え合う

時間を設けるようにすることで、利用者同士の交流を促進するこ

とができるようにする。 

内 容 
利用者がボードゲームを選択し、他の利用者とともにボードゲ

ームを行う。職員が声を掛けることで、体験を共有する。 

様 子 

 第１回の参加者は、21人であった。参加者は、センターの利用

者や講座・事業の受講者が多かったが、本事業を目的として参加

した高校生とシニアがいた。グループで活動する参加者が多かっ

たが、職員が声を掛けることで、世代を問わず一緒に活動する姿

も見られた。 
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 第２回の参加者は、19人であった。参加者は、利用者や講座・

事業の受講者が多かったが、前回に引き続き参加した高校生やシ

ニアがいた。また、高校生は、前回参加していない友達に声を掛

けて、一緒に参加していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

感 想 

第１回 

・いつもはできないゲームを体験することができた。 

・もう少し長く遊びたい。 

・時間を増やしてほしい。 

・地域の方々と交流できた。よい機会になった。 

第２回 

・家族でコミュニケーションを取りながら楽しめたので、よかっ

た。 

・若い人と一緒に楽しく過ごした。 

・とてもよい活動であると思う。人と人とが対面して交流し、一

緒に楽しむことで気持ちもリラックスできる。 

考 察 

 職員が声を掛け、多世代の利用者が一緒にゲームをしたり、感

想を共有したりできた。このことから、ボードゲームを用いた取

組が利用者同士の交流の促進につながったと考える。また、当日

参加が可能な取組を定例的に行ったことは、複数回参加したり、

友達に声を掛けられて参加したりすることにつながっていると

考える。こうした取組を今後も継続していき、子どもの目線を重

視した取組を工夫していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【感想の掲示板】 【交流する様子】 
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＜事例４＞そうだ！カードゲーム de 自己分析しよう！ 

～仲間とわいわい、自分もわくわく～ 

【11月、12月、１月 毎月第３日曜日開催】【資料12】 

○ 当日参加が可能な取組を定例的に行うことで、新しい利用につなげることができ

るようにする。 

○ カードゲームという交流の機会を設けることで、考えや結果を共有できるように

する。 

ねらい 

当日参加が可能な場を設定し、交流する仕掛けとしてカードゲ

ームを行うことで、利用者同士の交流を促進することができるよ

うにする。 

内 容 
カードを用いて自己分析する活動をグループで行い、考えや結

果を共有する。 

様 子 

参加者数は、第１回が３組、第２回が３組、第３回が６組だっ

た。保護者と子どものペアでの参加が多かった。複数回参加した

参加者は、３組いた。 

 

 

 

 

 

 

 

感 想 

・またやってみたいと思った。 

・子どもの考えや思いを知ることができて貴重な機会となった。

このような取組を生涯学習センターで行っているとは知らなか

ったので、また来てみたい。 

・自己分析をしてみたくて参加した。１回目より２回目の方がや

り方も分かり理解も深まった。 

・普段は聞くことができない部分を聞くことができた。 

考 察 

当日参加が可能な取組を定例的に行ったことで、新たな利用に

つなげることができた。また、交流する仕掛けとしてカードゲー

ムを行ったことで、多世代が一緒に活動したり、保護者が子ども

の考えに気付いたりする姿が見られた。利用者同士の交流の促進

につながったと考える。「またやりたい」という感想や複数回参加

した人がいることから、定期的な参加が見込まれる。こうした取

組は、子ども目線を重視した居場所づくりにつながっていくと考

える。 

 

 

【活動に取り組む様子】 
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Ⅳ 研究のまとめ 

  本研究では、利用者同士の交流を促進し、子どもの目線を重視した居場所づくりにつ

なげることに焦点を当てた取組と検証を進めてきた。現状分析や他都市の先進事例を

参考にし、取組には、「当日参加が可能である」、「体験や学びを共有できる」という２

つの要素を取り入れた。 

  当日参加が可能な取組を行ったことで、気軽に参加することができるようになった。

また、センターの利用後に立ち寄る参加者もいた。利用者が一緒に活動できる新たな機

会となっていたと考える。 

  体験や学びを共有することができるように、楽器にふれる機会を設けたり、カードゲ

ームを行ったりするなど様々な仕掛けを行った。また、職員が利用者の参加を促したり、

感想を共有したりできるように働き掛けた。そのようにすることで、新たな交流が生ま

れていた。多世代の利用者の交流の促進に有効であったと考える。 

多くの取組で「また来てみたい」という子どもの感想が見られた。また、複数回参加

する子どもの参加者がいた。検証してきた取組は子ども目線を重視した居場所づくりに

つながっていると考える。 

  神奈川県川崎市では、2014年より地域ぐるみで子どもの学習や活動をサポートとす

る事業として、「地域の寺子屋事業」【資料13】を行っている。この事業では、子どもた

ちへの学習支援や体験的な学びの提供を行っている。また、子どもの学習を支援する

「寺子屋先生」を養成する講座を行っている。これらの一連の取組では、「寺子屋先生」

と子どもの交流が生まれている。また、寺子屋で交流することによって、両者にとって

の居場所となっている。 

  今後は、学びを通じた交流となる取組を検討することで、多世代の居場所づくりにつ

なげるようにしていきたい。 
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【資料１】教育振興基本計画（令和５年） 

目標 10 地域コミュニティの基盤を支える社会教育の推進 

社会教育施設の機能強化に向けて、社会的包摂の実現や地域コミュニティづくり、地

域課題の解決等において社会教育施設が果たすべき役割を明確化することなどにより、

地域の教育力向上を図る。特に、公民館等における地域のコミュニティ拠点機能の強化

を図る観点から、子供の居場所としての活用、住民相互の学び合い・交流の促進、関連

施設･施策や民間企業等との連携を推進するとともに、地域住民や有識者からの外部評

価を活用した運営の改善、公民館等の社会教育施設への社会教育士の配置を推進する。 

 

【資料２】こどもの居場所づくりに関する指針（令和５年） 

第１章 はじめに 

２. こどもの居場所づくりが求められる背景 

こどもは家庭を基盤とし、地域や学校など様々な場所において、安全・安心な環境の

下様々なおとなや同年齢・異年齢のこども同士との関わりの中で成長する存在であるが、

社会構造や経済構造の変化により、こども・若者が居場所を持つことが難しくなってい

る現状にある。すなわち、地域のつながりの希薄化、少子化の進展により、こども・若

者同士が遊び、育ち、学び合う機会が減少しており、「こども・若者が地域コミュニテ

ィの中で育つ」ことが困難になっている。特に過疎化が進展する地方部では、こうした

傾向が一層懸念される。 

第２章 こどもの居場所づくりに関する基本的事項 

１. こどもの居場所とは 

こども・若者が過ごす場所、時間、人との関係性全てが、こども・若者にとっての居

場所になり得る。すなわち居場所とは、物理的な「場」だけでなく、遊びや体験活動、

オンライン空間といった多様な形態をとり得るものである。こうした多様な場がこども

の居場所になるかどうかは、一義的には、こども・若者本人がそこを居場所と感じるか

どうかによっている。その意味で、居場所とは主観的側面を含んだ概念である。したが

って、その場や対象を居場所と感じるかどうかは、こども・若者本人が決めることであ

り、そこに行くかどうか、どう過ごすか、その場をどのようにしていきたいかなど、こ

ども・若者が自ら決め、行動する姿勢など、こども・若者の主体性を大切にすることが

求められる。 

 

【資料３】第４期名古屋市教育振興基本計画（コンパスぷらん）（令和６年） 

 第２章 本市の教育を取り巻く状況 

 社会環境の変化 

 ２ 社会的包摂（ソーシャル・インクルージョン）の要請 

単身世帯や高齢者の増加、地域コミュニティの機能低下、情報通信社会の急速な進

展、非正規雇用労働者の増加など、我が国の社会環境は急激に変化してきています。

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、孤立・孤独の問題が顕在化していることか

ら、それらを予防する取り組みや人と人とのつながりを実感できるような地域づくり

を進めていく必要があります。 



２ 

 

第４章 基本的方向とその実現に向けた取り組み  

１ ５つの基本的方向 

基本的方向Ⅳ 

  施策15 生涯を通じて学び、社会で活躍し続けられるよう支援します 

 現状と課題 

時代の変化にともない、誰一人取り残すことのない社会的包摂の実現や地域コミュニ

ティづくりに向けて、生涯学習に加えリカレント教育などの重要性が一層高まっている

ことから、現在の社会情勢等に即した講座等を企画・実施するとともに、学んだ知識・

成果を社会に還元できるよう、さまざまな世代を対象とした多様な学習機会の設定を工

夫するなどして、生涯学習の機会と場づくりを進めていくことが必要です。 

 内容 

【生涯学習施設の魅力向上】 

生涯学習センターや女性会館において、市民の学習活動を支援する身近な施設となる

よう、社会情勢に合わせた施設設備の充実を図り、各種講座等の開催、学習機会や情報

の提供、学習成果の地域社会還元支援等による魅力的な施設づくりに取り組みます。 

 

【資料４】新しい時代の生涯学習センター等のあり方について（答申）（令和７年） 

 第４章 「集い・交流・学び・教えあい」の実現に向けた提言 

 ３ 子ども目線の重視 

  様々な背景を持つ子どもたちが大人に見守られながら安心して過ごすことができる

「子どもの居場所」としての機能を果たすことも期待される。家庭や学校ではない、

様々な人が集う生涯学習センター等で、つながりあい、学び合うことが、子どもたちの

成長につながるだろう。 

 ４ つながり、交流の場としての展開 

（１）つながり、交流の促進 

生涯学習センター等が主催して行う事業等は、一定の頻度で行われるものが少なく、

事前申し込みが必要なものもある。当日参加も可能なイベントを定例的に開催するこ

とにより、例えば「毎月１回特定の曜日に生涯学習センター等に行けば必ず何か楽し

いことをやっているはずだ、だから出かけてみよう」というマインドを呼び起こすこ

とができる。このイベントでは、世代間の交流を促すような内容や、利用者自身、特

に子どもたちが企画するようなものを行うことで、利用者相互の交流を促進すること

につながる。一方、利用申し込み無しで自由に使うことができるスペースの設置も重

要である。特に目的なく生涯学習センター等に訪れても、自由に歓談したり、本を読

んだり、思い思いに時間を過ごすことができるスペースがあることで、そこが「たま

り場」「居場所」となり、互いの顔が見えるつながりの場に育っていくだろう。 
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【資料５】名古屋市生涯学習センター 

令和７年度「生涯学習へのきっかけづくり講座のご案内」 
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【資料６】名古屋市生涯学習センターなごやか市民教室（令和７年） 
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【資料７】名古屋市青少年交流プラザ「旅するボードゲームカフェ」 
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【資料８】神奈川県川崎市生涯学習プラザ「ランチタイムロビーコンサート」 
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【資料９】岡山県真庭市中央図書館「春の工作イベント こいのぼりをつくろう！」 
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【資料10】令和７年度 名古屋市南生涯学習センター 

「サウスウインドオーケストラ コンサート 

～演奏をきいたり、楽器にふれたりしてみよう～」 
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【資料11】令和７年度 名古屋市緑生涯学習センター「レンタルボードゲームカフェ」 
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【資料12】令和７年度 名古屋市北生涯学習センター 

「そうだ！カードゲーム de 自己分析しよう！ 

～仲間とわいわい、自分もわくわく～」 
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【資料13】神奈川県川崎市「地域の寺子屋事業」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

新しい時代の生涯学習センターに向けた取組と検証 
～利用者同士の交流を促進し、子どもの目線を重視した居場所づくりにつなげるために～ 
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